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ナノデバイス・バイオ融合科学研究所
高等教育研究開発センター
情報メディア教育研究センター
自然科学研究支援開発センター
森戸国際高等教育学院
教育開発国際協力研究センター
保健管理センター
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●
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平和センター
環境安全センター
総合博物館
北京研究センター
宇宙科学センター
外国語教育研究センター
文書館
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スポーツセンター
HiSIM※研究センター
現代インド研究センター
ダイバーシティ研究センター
両生類研究センター
トランスレーショナルリサーチセンター
防災・減災研究センター

●
●
●
●

脳・こころ・感性科学研究センター
ゲノム編集イノベーションセンター
デジタルものづくり教育研究センター
AI・データイノベーション教育研究センター

学内共同教育研究施設

※HiSIM（Hiroshima-University STARC IGFET 
Model ）は、広島大学が半導体理工学研究センター
（STARC）と共同で開発した回路設計用トランジスタモ
デル

原爆放射線医科学研究所
附置研究所

ゲノム科学などの最先端の基礎研究から、再生医
療など高度な臨床展開に至るまで「放射線の人体
影響」の総合的な研究を推進しています。被爆者
の医療を半世紀にわたって行う一方、放射線災
害・医科学領域の研究拠点として、全国の研究
者・医師と活発な共同研究を進めています。

全国共同利用施設

放射光科学研究センター
光速に近い電子が電磁石によって進む方向
を変える時に「放射光」が発生します。この光
は強力で、しかもさまざまな波長を含むこと
から「夢の光」と呼ばれています。本センター
の研究成果は『Nature』や『Science』などの
トップジャーナルに掲載されています。

術は時代の変遷とともにその役割も
多様に変化してきました。その中に

あっても、歴史に裏づけられた伝統にもとづく
陶芸の技術や精神は、人間にとって最も身近に
ある芸術として常に生活の場で機能的にはた
らいてきました。原材料と伝統技術、そして作り
手の表現が密接に絡み合って制作される陶芸
作品は、人々の生活の中で輝きを放ち大きな感
動を与えるものです。　
　特に日本の陶芸には、長い制作の歴史があ
り、制作技術の進歩によって大きく発展してき
ました。それは、原土から焼成までの制作工程
における表現の幅広さを物語っているといえま
す。古代人の祈りの装飾が縄文土器を生み出
し、茶の湯といった日本独自の芸道文化が安土
桃山の陶器を作り出しました。そして、先人たち
のたゆまぬ努力が現代の多種多様な陶磁器へ
とつながってきました。このような陶芸の発展
には、歳月の中で磨かれ、受け継がれた技法が

深く内包されています。このこと
を踏まえて、過去の陶芸技術と
原材料を調査・分析し、現代の視
点から捉え直して、装飾表現の
技法研究を行っています。
　具体的には、伝統的な陶磁器

用の色絵具による描画法を土台として、新たに
金・銀・プラチナといった貴金属を組み合わせ
た描画法に焦点を当て、新たな表現技法を開発
しています。この技法の魅力は、陶磁器が持つ
清潔感と多彩な色彩とが織りなす美的効果に
あります。しかし、陶磁器は窯に入れて高温で
焼き上げることで完成する造形物なので、金・
銀・プラチナ・色絵具などの顔料それぞれの溶
解温度の違いや化学反応によって、窯の中で顔
料が器の表面から剥がれたり、色が消えてし

まったりする問題があります。また、理想の色が
でなかったり、窯の中で作品が割れてしまった
りして、苦労は絶えませんが、これらの問題を克
服するために、焼成に適した顔料の定着法の開
発に挑んでいます。
　研究が達成すれば、陶磁器の質感に新たに
貴金属の高貴さと、彩り豊かな色絵具の組み合
わせによる斬新な色感の世界を構築するととも
に、独創的な装飾技法が確立され、陶磁器の表
現に新たな1ページを切り開くことになるで
しょう。そして、得られた成果は、陶芸作品とし
て社会に発信します。また、大学の工房では、教
員と学生が一緒に研究し、得られた知見を、講
義や実習を通して次の世代を担う学生たちへ
伝えることで、研究と教育が相乗効果を生むよ
うな取り組みを行っています。

会課題の多くは、単一分野からのア
プローチでは解決が難しいと思った

のが現在の研究を始めた契機です。私は、学部
生時代にバックパッカーとして世界数十カ国を
まわり、その後も内閣府の事業で世界4大陸を
船で訪れ、タイ、カナダ、オーストラリアではそれ
ぞれ1年以上の生活もしました（オーストラリア
は4年半）。海外に友人も多く、1年以上一緒に
暮らしたことがある仲間の国籍は130を優に越
えます。自分なりにいろいろな現実を見てきて、
人々が抱える課題の多くは、例えば、経済学、医
学、工学といった単体の分野の視座だけで解決
するのが難しいと感じるようになりました。

　研究者になろうと思ったのは20代半ばです。
米国の農業支援NPOでインターンをしていた
時に、職場にやって来た地元の研究者達が統計
学を使ってマーケティングに協力するのをみて
「これだ」と思いました。お金がなかったので、全
額奨学金を得るのは大変でしたが、海外で博士
号をとって研究者になることにしました。医療経
済学を専門としたのは、高齢化が進む母国・日
本で医療・介護制度を効率的かつ公平に運用す
る方策を探ることが重要だと考えたからです。

　しかし、私の研究対象はそれだけにとどまり
ません。経済学者として培ったデータ分析能力
を武器に、医学や工学等、多くの分野を融合す
るハブとして、社会的課題に対する具体的な解
決策を提示したいと思っています。私は常に多
くの研究を同時に抱えていますが、実施中のも
のを含め取り組んできた研究は次を含みます。
1）民間企業の協力を得て調達した生体計を
使った感情ステータスと労働生産性に関する
研究、2）タクシー会社等の協力を得て進めてい
るドライバーの感情ステータスと安全運転に関
する研究、3）広島県・広島銀行と共同で行った、
プレミアム付き商品券政策の受益者偏重のメ
カニズムに関する研究、4）工学部の栗田雄一先
生等が進めている触感の研究をマーケティング
に応用した共同研究、5）医学部の前田慶明先
生等が進めている中高年の尿失禁予防の経済

波及効果を推計する共同研究、6）他大学の医
学者・心理学者等との特殊詐欺被害対策の共
同研究、7）コロナ禍での人々の孤立に関する研
究、8)新型コロナワクチン接種の抵抗感に対す
る行動変容分析等々、紙面の都合で紹介しきれ
ませんが、経済学を応用したデータ分析手法
で、異分野融合のわくわくするようなプロジェク
トをたくさん行っています。
　広島大学には「がんばっている若い人を応援
しよう」という気風が強くあるように思います。
私自身も国際共同研究のコンソーシアムや日
本学術会議等を通じて、研究成果を具体的な
政策提言につなげる機会を多くいただきまし
た。これからも「自分もわくわくする、社会に役
立つ研究」を続けたいと思います。こうした思い
を共有してくれる国内外のさまざまな分野の学
生や研究者、そして企業、行政機関等とも積極
的に連携していきます。
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教育学部
大学院人間社会科学研究科 教授

陶芸表現、工芸教育、陶芸材料学

井戸川 豊
IDOGAWA YUTAKA

陶芸における伝統技術や
原材料を探究し、
表現の可能性を発信する。

専門研究分野

経済学部
大学院人間社会科学研究科 教授

医療経済学、社会保障論、
金融リテラシー研究

角谷 快彦
KADOYA YOSHIHIKO

データ分析を用いて、
異分野融合のハブに。

専門研究分野

第一線の研究を支える、　　特色ある研究施設

芸術家であり、研究者である井
戸川教授。自身の陶芸作品を支
えるのは、経験で培った勘だけ
でなく、長年蓄積してきたデー
タ、数値であると語る。

青はコバルト、茶は鉄、白は長石と
いうように、陶磁器の彩色には鉱
物由来の顔料を使う。磁器の焼成
温度は1250℃（陶器は磁器よりや
や低く900℃～）。地球深部の高
圧・高温の環境下で生成された鉱
物だからこそ、焼成に耐えて鮮や
かな色で器を彩ることができる。

銀泥彩磁かいわれ文向付
（第8回現代茶陶展
TOKI織部大賞受賞作品
2015年）

〈背景写真〉
井戸川教授の作陶に欠かせない「銀泥彩磁（ぎんでいさいじ）」に用いる銀粉。
銀泥彩磁は銀粉とフノリを混ぜて作る銀泥を磁器の全面に施す装飾技法だ。

（左）銀泥彩磁鉢
（第62回日本伝統工芸展
高松宮記念賞受賞作品
2015年）
（右）銀泥彩磁羽黒蜻蛉文鉢
（第66回日本伝統工芸展
入選作品 2019年）

角谷教授がリーダーを務める医療経済研究拠点は、学内で数少
ない自立型研究拠点および最先端国際プログラムの一つ。

心拍のリズムの揺らぎを読み取るウェアラブルデバイス。腕に
装着して得られる心拍の変動データから感情変化を可視化す
る、つまり何をしている時にストレスを感じるかを調べること
で、例えば職場における高ストレス作業は何かを割り出すこと
ができる。

多くの国・地域を旅したバックパッカー時代。

ラボの一コマ。分析が政策提言に繋がる可能性も。

100年後にも世界で光り輝く大学へ ▼ ▼ ▼ 世界をリードする研究者


